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　　　　　　　　　 1 緒　　　言

　木材の 大 半は 住 宅な ど の 建設用材 と して 用い られ て

い るが ， そ の 再利 用 に 際 して は で きる 限 り材料の 容積を

保持 し ， そ の 残存強度 に 見合っ た用 途 に 用 い られ る べ き

で ある ．しか し ， 解体住宅から排出さ れ る木質材料 の 現

状 をみ る と ， 構 造 材 と して の 再 利 用 は ほ とん どな され ず

即 再使 用 （チ ッ プ 化） と な っ て い る．さ ら に，そ の再 使

用 率 も約 60 ％ 程度 （国 土 交通 省 ・2002年 度）に と ど ま

っ て お り，
コ ン ク リート等の 他 の 材料 に比ぺ て低調 で あ

る ．こ う した背景 に は ， 主に釘の 多 用 とい っ た工 法 の 問

題 と解体 に 関する費用 の 問題 が 大きい とい われ て い る。

本研究 で は，木材 の 循環利用 シ ス テ ム 確立 に おい て 障

害 とな っ て い る問題を整 理 す る た め に ，建設物 か ら排出

され る木 質材料 の 実態を詳細 に調査 す る こ と に し，そ の

第一
歩 と して 「建 設 リサ イ クル 法 に 関す る工 事届出書」

の 情 報 の 整 理 を 考 え た ．本報 で は，こ の 記載 内 容か ら，

主 に建 設 資材 廃 棄物 の 排 出 元 （工 事 種 類 ， 構 造 ， 用 途）

お よび 排 出 量 に 関 して 報 告 す る．

　　　　　　2 建設リサ イ クル 法の概要

　本章 で は ， 調 査 の 対象 で あ る建設 リサ イ クル 法 （「建

設 工 事 に 係 る 資材 の 再資源化等 に 関す る法律」） につ い

て そ の 概要 を簡単 に まとめ る．同法は 2000 年 5 月 31 日

に 公布 され，2002 年 5 月 30 日に 本格施行 され て い る．

2．1　法 の 目的　特定 の 建設資材 につ い て ， そ の分別解体

等及 び 再資源化等 を促進す る た め の 措置を講ず る と と

もに，解体工 事業者 に つ い て 登 録制度を実施する こ と等

に よ り，再生 資源 の 十分な 利用及 び廃棄物 の 減量 等を通

じ て ，資源 の 有効 な利用の 確保及 び 廃棄物 の 適 正 な 処 理

を 図 り ， も っ て 生 活 環境の 保 全 及 び 国 民 経 済 の健全 な 発

展 に寄与 す る こ と を 目的 とす る （第一
章第一条 ）．

22 　対象資材な らび に対象建設工 事　分別解体及 び 再

資源化 の対象 と なる材料の こ とを 「特定建設資材」 と し ，

現段階 で は  コ ン クリ
ー

ト，  ア ス フ ァ ル ト・コ ン クリ

ート，   木材が指定され て い る．対象工 事 の 基準は廃棄

物排出量が 30 〜40t以上の 工 事 で あ り，具体的に は 次 の

4項 目に 該当する工 事 が 法の 対象となる．  合計床面積

80m2 以 上の 「建築物の 解体 」，  合計床面積 500m2 以 上

の 「建築物 の 新築 ・増築 」，  請負金 額 1億円以上 の 「建

築物 の 修繕 ・模様替 え 」，  請負金 額 500 万 円以 上 の 「建

築物以外 の 解体 ・新築等 （土 木 工 事等）」．

23 　義務 　発注者 （施 主）， 受注者 （業者）に は そ れ ぞ

れ次 の 義務が 課せ られて い る．

  発注者又 は自主施 工 者 ：都道府県知事 （又 は建築主事

を置 く市町村
・
特別区の 長）へ の 建築物等 の 構造，工 事

着手時期，分別解体等の 計画 等 に 関す る届 出．

  受注者 ：発注者 に対す る 「分 別解体等の 計画等の 必要

事項 」 の 書 面で の 説明．下 請負に 対す る 「都道府県知事

へ の 届 出 事項 」 の 告 示 ．再資 源 化 等 完 了後，発注者へ の

書面 に よ る 完 了 報告 お よ び 再資源化等 の 実施状況 に 関

す る 記録の 作成 ・
保存．

  解体 工 事業 者 ：都 道府県知 事 に よ る解体工 事業 登 録あ

る い は建設業許 可 の 登録が必 要 で あ る．

2．4 工 事届出書等 の 記載事項　発注者 によ る都道府県

知事 へ の 届出内容は次の 通 りで ある．  届出書，  分別

解体等の 計画等 （以後，計画書 とす る ），  工 程 の 概要

（工 程表），  設計図又は 写真，  案内図 （周辺 地図）．

　　　　　　　　　 3 調査方法

　 厂建 設 リサ イ ク ル 法 に 関 す る 工 事届 出書」 は ， 名古 屋

市 （住 宅都 市 局 建 築 指 導課 ）に原 本 の 閲 覧 を依 頼 して ，

2003 年度 1年間分 の 提供を受けた．調査方法は ，
こ の 原

本 か ら解析 に 必要な 記載事項を抽出 し
，

こ れらを全て コ

ー
ド化 して コ ン ピ ュ

ー
タ に入力 した ．

　調査対象地域を名古屋市 と した の は，都市部 におい て

廃棄物の 問 題 が よ り深刻で あ り， ま た ， サ ンプ ル が大 き

く充実した調査 が 行 え る た め で あ る．調査対象期間 につ

い て，2003 年度 は 同法 の 施行 か ら約 1年 を経た時期で あ

る ．こ の 1年間に名古屋市へ 届出が あっ た 工 事件数は約

5，000 件 で，そ の 内訳は  建築物 の 解体 3，790 件 （床面

積 合 計 1，605，723m2 ），   建 築 物 の 新 築 ・増 築 774 件 ，  

建築物の 修繕 ・模様替え 102 件，  建築物 以外 の 解体 ・

新 築 等 （土 木 工 事等）359 件 で あ っ た．また ， 公共工 事

は 234件 （本デ
ー

タは 緑政± 木関係の 工 事を含 ま な い ），

民 間工 事は 4，79ユ件で あっ た、市担当者からの ヒ ア リン

グによれ ば，工 事の 届出件数 と課税台帳上の 変更件数 と

の 差異か ら届出率 は 80％ 程度 と推測され る．

　な お ， 2002 年 の 名古屋市 に お け る 着 工 建築物数 は

9，401 件 （内，居住用 8，091件），床面積合計 3，329563m2

（同 2，336，092m2）で あ る ．ま た ， 名古屋市の 総住宅戸数

は 2003 年 10月 1 日現在 896，200 戸 で あ る．

　　　　　　　　　 4 結果 と考察

4．1　建設 廃棄物排出量 　図 1 に は 計画 書 で 申請 され た

建設廃棄物排出量 （重量）を材料別 に 示 した．厂そ の 他」
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図 1　 工 事種類別建設廃棄物排出量

は特定建設資材以外 の も の （建設汚泥 ， 建設混合廃棄物，

金 属 くず な ど）で ， 今 回 は 総 量 と特 定 建 設資材 の 合計 量

との 差か ら求 め た．

　建設廃棄物 の総重量 の うち 76％ をコ ン ク リートが占

め ， 木材は 6％ 程度で ある．しか し ， 容積に換算す る と ，

木材の 排出 量 は 16 ，7 万 m3 で コ ン ク リ
ー

トの 約 30％ の 量

で あ っ た（コ ン ク リート及 び ア ス フ ァ ル トの 比 重は 1．8，

木材 は 05 と し て 計算）．な お，こ の 木 材排出量 ば，全 国

の 総量 の 約 1，7％ に 相当す る が ，名古屋市の 人 口 も全 国

の 約 1．79。 で あ り， ほ ぼ 中庸 な排出量 と い え る．

　工 事種類 別 にみ る と ， 図 1 よ り，
い ずれ の 建設資材 に

つ い て も全 届 出件数 の 75％ 強を占め る解体工 事 に よ る

排出量 が大半を占め た （平 均 87％．木材 で は 89％， 14．8

万 mS ）．一
方，新築 ・増築工 事 に よ る排出量は届出件数

（全体 の 15％ 強）の 割 に 少な い （平均 7％，木材 で は 9％）．

　 な お，図 1で は土 木 工 事等 か らの 排出量 が極端 に 少な

い が ，こ れは 本デー
タ に緑政土 木 関係の 情報 が含まれ て

い な い ため と考 え られ る．

4．2　解体工 事 に お け る内訳　 本 節 で は ， 件 数 ， 排 出 量 と

も圧 倒 的 に多 い 解体 工 事 に データを絞 っ て 整理 した．

　 まず ， 解体工 事全 3790 件を構造別 に 分類す る と ， 木

造 が 69 ．99e で 最も多 く， 次 い で S 造 （鉄骨造）が 15％
，

RC 造 （鉄筋 コ ンク リート造）が 7．9％ で あ る．一
方 ，

建築物 の 用途別 に分類す る と．戸建住宅 が最多で 解体工

事全体 の 62．3％ を占めた。次い で 共同住宅が 7，6％ で あ

り，事務所 6．1％ ，店舗
・事務所兼用住宅 5，6％ と続 い た ．

　 各構造 の 用途を 割合で 示す と図 2の よ うに な る．反 対

に ，各用途 にお け る木造の 割合を調 べ る と ， 戸建住宅 で

は 90％ 以上を占め たが ， 共 同住宅 ， 事務所 で はそ れ ぞ

れ 55％ ， 11％ で あ っ た．店舗 ・事務所兼用 住宅の 場合，

木 造 （62％）と木造 ＋他 の 合計は 84％ で あっ た．

　 図 3 に は特定建設資材 の 排出量 を構造 と用途 （上 位 4

用 途）で 整理 し た．こ こ で は ．資材間の 比較を明確 に す

る ために排出量を容積で 示 した．構造面 か らみ る と，RC

造と SRC 造 （鉄骨鉄筋 コ ン ク リ
ー

ト造）か らの 排出量

が 件数 に比 べ て か な り多 い ．木造 と木 造 ＋ 他 の 合計量 は

解体工 事全体 の 28％ を占め た ．次に ， 木材排出量 を 用

途面か らみ る と，木 造 が多い こ とか らも 戸建住宅の シ ェ
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　 図 3　 解体 工 事 に おけ る特定建設資材排出量
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図 4　 解体工 事 の 上位 4 位 の 用 途 における

単位床面積あた りの 平均特定建設資材排出量

ア が 大き く， 解体 工 事全 体 の 木材排出量 の 52％ を占め

た ．上 位 4 用途 か らの 合計量 は 同 79％ に達した ．今後

は ， こ れ らの 用 途 を 重 点 的 に解析 ・検討す る方針 で あ る．

　と こ ろ で ， 用 途に よ り建築物の 床面積が大き く異 な る

ため ，排 出量 はそ の 影 響 を 受 け る ．そ こ で ，1rn2あた り

の 各資材 の 排出量 を 1 物件毎 に計算 し ． そ の 平 均値 を 図

4 に示 し た ．また
， 参考 とし て 各用 途の 平 均延 べ 床面積

を図中括弧内に 記 し た．こ れ よ り， 事務所 は 1m2 あた り

の 平均排出量が 多 く，加 えて 平均延ぺ 床面積も大きい ．

その 結果 ，件数 に 比べ て 総排出量が 多 くな っ た（図 3）．

43 　解体時の 築年数　計画書 に記入 さ れ た 築年数 を整

理 す る と ， 解体 工 事全 3790 件 の 平均値 ±標準偏差 は 33

±13 年で あっ た （解析率 65％，うち 回答率 67％）．
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